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阪神・淡路大震災の

あと物心両面の励まし

をお届けくださった
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はじめに

崩壊の悲劇の底から立ち上がる営みは，市民と支援者に困難をもた

らし，反面，希望を生み出した。芦屋市民及び行政機関の自助努力と，

全国からの無私の援助が，復興の原動力であった。その中で，避難所

を受け持った機関・施設もまた，市民•本部と心を一つにして活動す

べき地域拠点であった。一つ一つのサテライトが，芦屋市を代表して

活動を続けていた。

人々の大海の中で，それぞれに課せられた任務を遂行してきた記憶

は，必ずや今後の災害対策と，日常行政に役立てられる。その記憶の

基本線を再現して，数ある震災記録の一端に付け加えるために，この

冊子は編まれたのである。過去の体験を大切にすることが，将来の展

望を確かなものにするのである。
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第1 「激震と激動」一平成7年 1月一

1 1月17日

(1) 5 :46 揺れる

震動とその結果が、道一つ隔てただけの所で、海と山ほどにも食い違ってし

まう、という状況だったので、当初、事態の深刻さに気づかなかった市民があ

るのも、やむを得ないことであったが、事態は深刻であった。図書館職員も、

人身と住居に被害を受け、その処理に追われながらも、どうかして職場にたど

り着き、あるいは職場に向かおうとしていた。

一人の係長は、全壊した自宅の下から脱出し、家族を救出した後、着の身着

のままで職場に到着した。他の係長は半壊家屋から脱出後、近隣に住む母親を

全壊家屋の中から救出した後、最初に職場に到着した。 3人の係長と、比較的

近隣に住む数人の職員が、駆けつけてくれた。館長は遠方のため、 13:00によ

うやく図書館に到着することができた。

(2) 1月17日の流れ

ア 激しい揺れとその他の状況から、第 3配備（全職員出動指令）と推定。

イ 朝、社会教育機関全体に「臨時休館指令」出される。

ウ 出勤できた職員が、とりあえず足場の片づけと本部連絡、状況把握と未到着

職員への連絡等の業務に従事。

工 社会教育部長に図書館被害状況の概略報告。

オ 17:00芦屋市立図書館に、避難所設営の特別指令出る。

力 19:00ぼっぽつ避難してくる人あり。

17日中に83人の入居者あり。入居確認のため、入居者自筆のサインによる入

居者名簿を作成。

キ 即日、避難所日誌を記帳し始める。以後これを、当番勤務者の任務とする。

ク 22:00 「徹夜で避難所運営に当たれ」の指令届く。翌朝5:00まで、 1時間ご

とに安全チェック巡回実施。

2 1月18日ー22日

(1)勤務体制

1月18日から22日まで、管理職4人を中心に夜間勤務体制を確立。他の数人

の職員がこれに加わる。初めの数日間は、食糧配給不十分で、勤務職員にまで

廻らなかった。

(2)日毎の出来事

ア 18日

* 5:00公衆電話つながり始める。
* 6:00総務係長が職員に連絡をとり続ける。 「小・中学校で給水中」の広報
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車まわるのを聞く。

* 6:50水を受け取りに行く。
＊ 社会教育部長に、図書館の被害状況を文書で報告。

＊ 勤務者は、管理職職員のほかに 5人。

＊ 避難所入居者 112人を数える。エントランスを物資配給スペースに、児童

開架室を物資倉庫に定める。

＊ 近隣自治会と銀行社宅から食糧の差入れあり。職員 2人も差入れ品持参。

イ 1-9日

＊ 避難所、全市で52箇所、 21000人、全市民の4分の 1弱。

＊ 災害対策本部の「お知らせ」発行され、近隣住民への配布用に届く。

＊ 仮設トイレ配給される。バキュームカーくる。

＊ 不審人物3人をチェック。

＊ 「図書館24時間文庫」を開設し、入居者用に児童書と雑誌の閲覧を始める。

＊ 職員の差入れあり。

ウ 20日

* TV番組から有用情報を選んで、掲示板に掲出。
＊ 環境サービス課によるゴミ収集作業再開を知る。

＊ 職員の差入れあり。

工 21日

＊ 掲示板を用いて、入居者向け伝言サービス始める。

＊ 入居者ピーク、 116人に達す。

＊ 医師会の医療班巡回始まる。

県庁調査班、来始める。

＊ 灯油ストーブ2台入手。

業務用電話復旧。

＊ 阪図協事務局（阪神地区公共図書館協議会、平成6年度当番尼崎市）から

図書館被害状況の照会あり。後刻、阪神問被害状況について報告あり。それ

により、一覧表を作成。

オ 22日

21日と同様の状況続く。

3 全職員勤務体制

1月23日に到り、基本的に全職員による勤務体制確立。

通勤の困難性と夜間勤務者の確保を考慮して、次の3タイプに分類。

Aタイプ＝48時間勤務。

Bタイプ＝24時間勤務。

Cタイプ＝日勤。

このあと、状況に応じて72時間連続勤務を取り入れるなど、柔軟に対応した。
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4 1月中のその他の動き

(1)職員会議

1月28日、職員会議開催。長期災害対策従事の方針を徹底。あわせて、図書

館再開へ向けての心構えを確認。

(2)状況把握の努力

全市の実清が把握できなかったこと、本部の状況と本部からの指示が把握で

きなかったことのため、本部へ出向き、その往還に市街の状況を視察。

(3)入居者への情報提供

入居者に対し、避難所生活への協力を求め、又、情報を提供するため、 「図

書館避難所 生活情報新聞」を発行。 （通算5号まで。）

第1号 (1月24日） 「共同生活ルール」

第2号 (1月25日） 「健康管理」

第3号 (2月3日） 「共同生活情報」

第4号 (2月15日） 「温泉旅行招待」

第5号 (2月27日） 「共同生活マナー」

(4)視察・見舞

＊ 市長、県会議員、教育長。

＊ 日本図書館協会理事長。阪図協事務局。

(5)整理作業

* 27日以降、大原分室の整理作業に取りかかる。
* 28日以降、事務室の整理作業に取りかかる。
(6)炊出しボランティア

青森県八戸市の市民自治創造グループ「八戸コミュニティボード」が呼びか

けた「八戸市民ボランティア会」の救援隊第 1陣が、 1月27日ー31日の行程で

来芦。 （以後第4陣まで来援し、芦屋市立図書館を拠点に救援活動を展開。）、

1月29日の炊出しで、図書館避難所入居者は始めて暖かい食べ物を口にする。

（以後だんだんと炊出しボランティアが来るようになる。）
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第2 「再生の芽を萌え出させる」 一平成7年2月一

1 災害対策本部と他の避難所へ職員派遣

ア大原集会所 (1.29-)

大原集会所避難所へ、副管理責任者として係長を派遭。大原集会所には、図

書館大原分室があり、再開条件を見きわめるためにも、管理職職員を派遣して、

共同運営に当たってもらったのである。

イ 精道中学校 (2.2-)

学校避難所は要員不足に悩んでおり、人事課の要請を受けて派遣することと

した。

ウ 本部運転要員 (2.19-)

災害対策本部は、各種機能をリアルタイムで作動させる必要に迫られている

とのことで、広報宣伝車を中心に運転業務に従事すべく派遣した。

2 書架整理

本館・分室とも、一部書架が倒れ、ほとんどの図書が散乱していたが、その激

しさに驚き、又、当初の避難所運営に忙殺されて、 1月中は放置状態であった。

2月にはいると、図書館職員グループ（図問研グループ、アジア図書館など）の

ボランティアが来援し始めた。 5日と 6日を皮切りに、ときには一般ボランティ

アも加わって、精力的な作業が繰り広げられ、芦屋市立図書館職員もこれに励ま

された。このころ散乱した事務室の整理作業も並行して続けられた。図書館界の

共助に感謝している。

3 避難所文庫の提供

東京都文京区立図書館、京都フィールド・ソサイエティ・グループなど、多く

のところから、寄贈本が届き始めていた。

日々の生活に追われる避難所ではあったが、すでに自発的に雑誌などが持ち寄

られていることからも判断できるように、当初から読み物に対する需要は潜在し

ていたのである。幸い図書の寄贈は、図書館に集中された。これを計画的に、敏

速に避難所文庫として届けることが、図書館の任務であった。

［第 1 弾•第 2 弾］ 2月18日 精道小学校避難所、精道中学校避難所・

［第3弾］ 2月22日 岩園小学校避難所

以下、兵庫県立芦屋高等学校、海技大学校、市民センターの各避難所に、都合

6000冊の避難所文庫を贈ることができたのである。

4 避難所運営を軌道に（情報提供と自主運営）

(1)避難所入居者には、即刻、生活物資の提供と並んで、各種情報の提供が必要
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であった。掲示板を活用して災害情報を伝え、個人連絡に伝言票を掲出するサ

ービスは、当初から実施していたが、これに加えて、図書館避難所独自の新聞

を発行することにした。

「生活情報しんぶん」 1~5号 （再掲）

第 1号（ 1月24日）食糧、水、 トイレ、ゴミ、電話などの生活情報

第2号 (1月25日）避難所生活における健康管理

第3号 (2月3日）避難所運営のルールとマナー

第4号 (2月15日）温泉一泊バス旅行お知らせ

第5号 (2月27日）避難所の運営

(2)世話人会

隣接町の自治会会長さんのご協力があって、入居者の世話人会が発足した。

世話人会は、 2月中は21日と25日、その後も継続して必要に応じて開催され、

図書館側との連絡調整や、避難所経営への参画に貢献していただいた。

5 停電

2月24日、 18:35-18:55芦屋から西宮にかけて広い区域で停電があった。あと

から思えば僅か20分間ほどのことであったが、余震の恐怖の覚めやらぬ時期、あ

たり一帯が真っ暗な中に置かれた人々の気持ちは、どんなであったか。

自家照明装置が自動的に働き、付近一帯では芦屋市立図書館のみが輝いていた。

留守番をしていた子どもたちを含めて、人々は図書館に駆けつけた。公共施設の

あり方について教訓を与えてくれる印象的な出来事であった。

6 図書館再開計画協議

ァ一阪神間で次々と図書館が再開していくのを見ながら、一部分でも、分室だけ

でも、全く営業できていないのは芦屋のみ、という事態に遭遇しようとしてい

た。

利用者からの再開への照会と要望は、日増しに増えていた。 3月初めにはガ

ス・水道が復旧する見込みが立っていた。

イ 「震災により返却不能となる図書の取扱い」 「紛失貸出券の即時再発行」

「一時的に芦屋に居所を有する人への特別貸出」 「予約図書の連絡方法」等々、

震災特別マニュアルが作成された。

ウ 教育委員会としての意志決定の後、災害対策本部会議の議を経て、本館再開

方針が確定した。分室・自動車文庫はもう少し先になる。避難所経営は継続し

ていたから、 2階スペースをそれに充て、 1階スペースの活用をもって、 3月

8日、本館は再開する。

7 平成7年度予算編成

構図の出来上がっていた平成7年度予算の再絹作業が行われた。図書館も全体

-7 -



政当局の英断により、

として「骨格予算」に協力したが、文化復興の基礎となる「図書費」は、総務財

前年度レベルが維持されることになった。前年度比削減と

なった市がある中で、極めて意義深い決定がなされたものと言うべきである。
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資料

(3)咀鵡軋縞ん第3号(2月3日） (4)生翡器狐ぶん第4号 (2月15日）

記

遷

難

所

生

活

ご

く

ろ

う

さ

ま

で

す

．

い

ろ

い

ろ

と

大

変

で

し

よ

う

け

れ

ど

、

き

ょ

う

は

温

泉

地

一

泊

招

待

の

曖

か

い

ポ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

お

話

が

あ

り

ま

す

の

で

、

お

知

ら

せ

し

ま

す

．

せ

っ

か

く

の

機

会

で

す

か

ら

、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
．

0
別
紙

r日
高

町

神

饂

高

原

に

薫

料

ご

招

待

」

を

お

既

み

の

う

え

．

右

半

分

の

r申
込
書
」
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

or寧
込

書

」

は

二

月

ニ

ハ

8
（
木
》
正
午
ま
で
に
事
務
所
に
お
冨
け

｀
だ
さ
い
．

0
発
着
場
所
は
．
図
書
鱈
駐
軍
場
と
し
ま
す
・

0
こ

の

た

び

の

こ

の

計

面

は

、

但

馬

各

市

町

が

分

抵

し

て

、

阪

神

の

被

災

地

の

人

々

を

招

待

す

る

も

の

で

、

図

書

館

避

甦

所

は

、

日

高

町

に

お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
．

□
-

不
自
由
な
璽
重
生
は
で
す
が
奮
す
こ
し
ず
つ
で

i炉

改
＇
さ
れ
つ
つ
あ
り
東
す
．
曇
菫
を
●
っ
て
亀
次
の

1

●
鵞
＂

"2し
ま
し
ょ
う
．

1
1
1
.
 

(
9
)
鼈
m
"
が
、
綺
闇
九
＂
に
国
診
し
て
く
れ
●
す
．
帽
麟

0

一

あ
●
人
は
＂
＂
璽
ヘ
・

(2)
い
ろ
い
ろ
な
墨
書
鑽
え
て
い
●

t
.，
は
い
つ
で
會

"
＂
璽
（
お
こ
し
く
だ
●
い
・

(
3
)
緊
糟

4
"神
霧
生
・
そ
の
働
｀
い
ろ
ろ
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
●
て
く
れ
て
い
文
す
．
た
い
て
い
璽
＂
騎
闘
で
す
．

T
・）

r
広
帽
あ
と
」
で
}
と
＂
じ
の
よ
う
に
、
負

Ill冑
『
緯
會

鱒

セ

ン
9
I
J
遠
四
予
定
鳩
に

■濃
を
利
＂
し
て
饉
鍮
涵

9

で
専
亥
し
た
近
隅
の
自
鱒
壼
な
ど
の
ご
鼠
力
も
あ
っ
て
、
一

1"

二
日
か
ら
遷
言
さ
れ
て
い
皇
す
．

剛
霰
”
疇
は

1
0
2
3
O
S
2
0
"
0
0
 

Uた
だ
し
空
，
1

ょ
1

●

"
3
。
•
で
）

2

響
賣

(
1
)
衣
料
径
い
ろ
い
ろ
属
い
て
い
拿
す
．
喝
事
｀
冑
生
屠
叫

子
ど
も
用
昌
そ
ど
も
も
り
拿
す
．
こ
蒙
鼠
に
0
賽

嶋

で

曼

け

攣
っ
て
く
だ
さ
い
．

{
2
)
炊
●
出
し
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
肋
日
が
鯰
●
●
す
．
q
m
a
t

肩
に
も
m
係
が
あ
り
拿
す
の
で
．
あ
ら
か
じ
め

r
予
定
J

を
2
m

し
拿
す
．

3

文
佑

{
l
)●
下
に
雫
冒
汎
と
檜
子
の
プ
ー
ス
を
讚
"
•
し
た
·
臼
直

き
月
と

{
2
)

詈
夏
厚

o
t
5
g
,．"
"
す
る
占
は
、

r
鯖
内
＂
用
員
」
に
記
入
し
て
．
＊
”
宣
●
で
讀
＂
て
く
だ
さ
い
．

鳴

笥

鑓

(9)
ゴ
・
ヽ
兒
壇
に
つ
い
て
は
、
る
”
、
二
”
と
も
に

r
順
え
曇

ゴ
ミ
J

と
『
燃
え
な
い
ゴ
さ
に
分
け
て
れ
が
置
か
れ
て
い
拿

t

参
く
の
ゴ
・
｀
が
で
る
と
●
は
各
宣

IIこ
と
に
象
と
め
て
｀
火
｀

*
、
土
の
鯖
、

B
書
釘
止
車
嶋
北
東
胃
＂
ス
チ
ー
シ
●
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
．

{
•
)
篇
註
哀
が
●
れ
い
に
憚
た
れ
る
よ
う
に
そ
れ
そ
れ
ご
璽

力
書
お

■い
、
{
+
・

ノ

●
あ
ら
た
め
て
ト
イ
レ
雙
層
の
注
•
'

T
I
)
氣
繭
と
ど
．
鱒
内
の
ト
イ
レ
伎
11は
必
賣
で
す
が
．
で
●

る
だ
け
外
の

Iを
刊
し
て
く
だ
さ
い
．
＊
更
は
必
ず

で

．

細

（

9
-
I
-日
喜

屠

9
イ
レ
は
、
参
行
信
●
な
轟
息
二
人
に

霞
っ
て
、
例
外
＂
に
使
＂
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
重

t
と

こ
る
が
日
箕
信
の
人
が
位
川
し
て
5
卓
り
か
か
っ
て
い
皇
す
．

＂
m
で
●
な
く
な
る
姜
鸞
で
す
か
ら
、
ど
う
か
籠
の
人
は
健
”

し
な
い
よ
う
ご
鱗
力
を
力
瓢
い
隻
》
蒙
す
．

・
入
＂
看
戴

＼
日
隈
ヨl
-
-
.
`
-
1
P
-』
と
に
よ
っ
て
•
H
士
オ
之
ど

に
H
応
し
て
い
直
す
．

渇
す
る
と
書
、
1

ー
込

F"＂
が
島
＊
と
書
．
ほ
か
で
●
＂

さ
れ
る
―}
•
•
9ど
｀
遍
董
F
畜
＂
―
ニ
讀
す
曇
●
雲
を"
n
●
(
l
l

結
る
こ
と
を
力
忘
れ
な

v

・

'

←がゃ．．．．・ ~．．．ぶ改、笠’な；

這-ごわ＾・了
絡 2 庄っ I

i ；；，； :は
...だ●ろ
I• tiさすい• ~ヽ： t 
i i g 
こ コら

; ↓ ； 
ぁ
； ↓'l' なて
しど 9ヽ

t屈{
事 tg 
! g t ご..

(5)生躇肌誌燐第5号 (2月27日）

噂
遭
＂
所
生
活
が
長
く
な
り
●
し
た
い
ろ
い
ろ
不
自
由
・
不
便

な
こ
と
が
あ
り
直
す
．

塑
鮎
人

2'Jモ
E
心
に
し
て
｀
お
互
い
に
環
填
を
よ
く
し
て
い

．
．
 し
ょ
う
．

一-

(1)iiごとに
す
裏
晉
ま
し
ょ
う
．

g

一

＂
鯰
員
は
ロ
ピ
ー
に
お
い
て
あ
り
●

t

(
2
}
燃
え
る
ゴ
｀
｀
｀
は
事
翫
こ
と
に
、
各
鯵
IIご
と
に
そ
れ
そ
れ
'

で

ス

テ

ー

シ

●

ン

に

出

し

拿

し

ょ

う

．

、

収
集
B
は

r火
・
＊
・
士
』
で
す
．
襖
日
、
ゴ
ミ
窮
瓢
～
べ
J

ル
缶
）
を
鯛
遣
し
て
名
量
専
1

お
環
し
し
裏
す
．

(

3

)

布
団
屹
煉
負
も
ロ
ビ
ー
に
お
●
ま
す
か
ら
、
お
伎
い
く
だ

さ
い
・

手
で

し
で
も
よ
い
場
所
に

II

2

貪
＂

[1)
や
が
て
甦
胃
の
人
へ
の
給
食
は
や
め
る
こ
と
に
な
り
拿

t

(
2
)
そ
う
な
る
と
．
綱
、
裏
ク
の
給
食
は
、
入
璽
看
に
必
賽

な
散
量
だ
け
憂
績
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
増
翼
が
あ
る
と

ー

•
I
t、
世
U
人
さ
ん
に
C
竃
実
な
徴
を
憂
鱈
し
て
く
だ
さ
い
．

(
3
)
給
貪
は
は
じ
め
0
？
滋
慣
書
賣
で
し
た
が
｀
今
は
災
害

対
賢
本
麒
で
虜
入
レ
て
い
る
と
属
い
て
い
●
す
．

3

響

ll

T
)
生
話
に
必
璽
な
欝
品
は
｀
そ
の
つ
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
胃

立
て
て
い
ま
す
．

[2)
生
活
笥
賣
は
U
ん
だ
ん
入
り
に
く
く
な
り
文
す
が
｀
必
費

な
物
は
一
応
伝
順
で
讀
東
し
て
く
だ
さ
い
．

(
3
)
電
気
霰
品
は
や
が
て
一
＿
”
に
あ
げ
て
．
便
利
に
饒
っ
て
い

た
だ

e皇
す
．

｀

洗

濯

~
1
)浣
濯
籠
が
羅
●
茂
し
た
•
『
一
糟
の
＂
害
青
”
ト
イ
レ
に
戴

●
す
る
予
宣
で
す
か
ら
、
麟
り
合
っ
て
お
伎
い
く
だ
さ
い
．

{
2
)
曹
干
し
遍
に
は
、
玄
贋
外
の
馘
霧
の
中
を
お
笠
い
く
だ
●

`• 
，
 

5

そ
の
籠

T)
お
伎
い
い
た
だ
い
て
い
る
二
階
の
一
二
室
に
、
”
限
の
近
く

か
ら
m
に
量
号
を
つ
け
て
｀
わ
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
に
な
り
象

ご

し
た

一
号
璽
9
園
覧
賓

ニ

:II璽食
璽

1

二号
lll"小
隻
食
璽

K
2
)
沼
浮
る
と
き
、
一
＂
迅
去
の
希
望
が
あ
●
と
言
．
し
ば

ら
く
鎗
の
場
所
で
富
泊
す
る
と
き
な
ど
｀
遵
璽
隈
富
口
に
閲
す
る

戴
●
を
、
事
精
室
に
違
絡
す
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く

-
3
)
-―-月

-aか
ら
夜
胃
の
戸
縛
●
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
土

し
たニ日

"
0
0
9六

“oo．
こ
の
罰
は
玄
買
の
ド
ア
u
m
め
宣

す・も
し
、
こ
れ
を
越
え
る
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
m
”
宣
に
お
知
ら
号
―

く
だ
さ
い
．

-8 -



第3 「感動の春 本館再開」 一平成7年 3月一

1 再会

図書館にとって「再開」とは、懐かしい利用者との「再会」であった。 50日ぶ

りの再会は、新図書館オープン時3ヶ月の準備期間をいただいて以来のできごと

であった。

3月8日に先立って、 3日には報道機関への情報提供をし、 「広報あしや震災

復興ニュース」には市民へのお知らせ記事を掲載した。

3月8日当日には、新聞社、テレビ局の取材が相次いだ。 27日には、ローカル

FM局のインタビューがあり、生放送された。

2階スペースは、引き続き避難所であった。

2 復活

図書館の再開過程を追うようにして、市民グループの方々の協力が復活した。

2階の録音室が使えなかったので、録音図書製作グループ「芦笛」は、点字図書

製作グループ「点字友の会」の好意により、 1階点字作業室を半ば譲ってもらい、

両グループとも早々に活動を復活された。

3 芦屋市立図書館協議会

図書館の審議機関である図書館協議会にとっては、平成6年度「新しい図書館

像」について諮問を受け、いよいよ答申をまとめようとした段階での震災であっ

た。街全体が混乱と苦難の中にあって、委貝の方々も被災しながらいろいろとボ

ランティアに携わっておられたが、なんとか答申を完成したいとの熱意を示され

た。 3月18日の専門委員会を経て、年度末ぎりぎりの30日、長期展望に立つ「生

涯学習時代の図書館」について答申をまとめ、提出されたのである。

4 こよみ

3.11 八戸コミュニティボード救援第4陣到消。ポリアンサスの鉢植えを配る

ため、小学校巡回。

3. 4 文部省の被害状況調査あり。

3.16 日本図書館協会来館。職員被災状況調査。

3. 4 および 3.24 避難所世話人会。
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第4 「図書館運営復元への道のり」 一平成 7 年 4 月 •5 月 •6月一

1 避難所の終了

入居者がそれぞれに仮設住宅等へ転居することにより（最終5月6日）、避難

所の任務終了。

これを受けて、短縮していた本館運営時間帯を、 9日から元通りに復元。又、

避難所関係物品整理作業ののち、 16日から2階スペースも供用開始。

2 震災を記憶する・

大震災に遭遇し、被災した人を中心に形成されたミニ・コミュニティ。それが

図書館避難所という場で、 3ヶ月余に亘って運営されたのである。震災の恐怖と

それに続く不自由な生活、その中で営まれた自助と共助の現実。それを風化させ

たくないとの入居者の思いがあった。

18日には「震災を語る会」準備会があり、元入居者へのアンケートが配られた。

25日に「震災を語る会」が開催され、併せてアンケートが集められた。ともに今

後の貴重な資料となるはずである。

3 ストーリーテリング復活

ボランティア・グループの人々の熱意に励まされるようにして、図書館の大切

な行事が復活した。毎週土曜日の「お話しの会」 「絵本の会」である。 5月6日

のことである。

4 資料

(1)みんなの本だな2・3・4月合併号巻頭言

♦ 阪神大震災からの復興の中で 一図書館の再開ー◆

夢を見ているような、信じたくない世界。時間が流れず、街が呼吸を止めたよう

な感覚。しかし、現実は現実なのであって、人命は失われ、倒壊した家屋は戻らず、

残された者には、身体の新陳代謝のリズムが否応なく迫り、夢中で積み上げる不自

由な生活。 、

地震のショックと破壊の圧力の前に、呆然としながらも、家族と隣人の助け合い

が始まりました。ご近所ボランティアが明かりを灯しました。コミュニティ・スク

ールなどの地域組織の救助活動に力を与えたのは、地域社会の日常的な心の連帯で

した。

震災後次々に寄せられた、全国からのボランティア・・・・。数え切れない援護の中

でも、青森県八戸市からの救援は、最も際立ったボランティア活動の例でした。

八戸市自身が、昨年末の 12月28日発生した「三陸はるか沖地震（マグニチュ

ード 7.5)」で多大な災害を被り、未だ日常生活や経済面などの痛手から立ち直
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れない時期にもかかわらず、 「傷の浅い者が、深傷（ふかで）を負った人を助ける

のは当然だ。」と決意され、交通事情の厳しい中、遠路、 3回にわたって「芦屋」

を見舞われました。回を追うごとに、わたしたちの生活の実態、避難を余儀なくさ

れた人々の気持に添う活動をされたのでした。

3回目の来援時と、その後にも届けられた鉢植えの花「ポリアンサス」は、市内

の9つの小学校と芦屋市役所、そして私たちの図書館で匂いたち、語りかけてくれ

ています。

『美しい町、芦屋市のみなさんへ』。

このようなボランティア活動が実現したのも、八戸市のコミュニティづくりグル

ープ「八戸コミュニティボード」の呼びかけによるもので、日常の市民自治創造の

実践が結実した見事な姿なのでした。

1月17日以来、芦屋市立図書館は、災害対策・復興への一拠点として、避難を

余儀なくされた方々の生活の場として運営にあたってきました。そしていつの日か、

臨時休館の時が過ぎ、再ぴめぐり会える日のために、いろいろな支援をいただきな

がら準備をすすめてきました。

この間、数多い皆さんからのお問い合わせがあり、災害対策・準備作業へのご理

解を頂いてまいりましたが、芦屋市立図書館への熱い期待を、ひしひしと感じる日

々でした。

去る 3月8日、引き続き災害対策・復興に取り組み、一部職員を他の災害対策現

場へ派遣しながら再会の日を迎えました。わたしたちは、次のようなメッセージで

芦屋市立図書館に来られる方々に呼びかけました。

“芦屋市立図書館へ、ようこそいらっしゃいました。ここでの再びの出会いを喜

ぴ合いたいと思います。そして、信じられないような不幸に見舞われた方々のこと

を忘れず、図書館をオアシスとして、本当の心のつながりを創っていきたいと思い

ます。”

日常が非常時を制します。普段の努力の積み重ねが、危機に際して力を発揮しま

す。日ごろのコミュニティづくりが災害時に活かされる姿を、わたしたちは目の辺

りにしました。コミュニティづくりを支える一人一人の生涯学習が、芦屋市立図書

館を拠点として、より一層推進されることを願っています。

(2)みんなの本だな 5月号巻頭言

◆ 阪神大震災から文化の復興ヘ

～自動車文庫の巡回始まる～ ♦ 

大震災の発生から嵐のような 3カ月半が過ぎ、本格的な復興・建設の日々を迎え

ています。誰もが信じがたい出来事に遭遇して、人生観・世界観を変えている自分

に気付きました。それでもなお、価値あるものには価値があり、継続すべきものは

これを継続すべきことに変わりはありません。

図書館本館は、 3月8日から再開しました。少しずつ利用者が増える様子は、阪

-12 -



神間各市と同じ経過を示しています。

震災発生後すぐに、変わり果てたわが町芦屋を、ビデオに収めるため、歩き始め

た人があります。全壊のわが家の前に立ち尽くす人から撮影を咎められ、そこで対

話をしながら、ひたすら撮り続ける。歴史上の大事は、心ある人の、このような目

立たない努力から始まるのでしょう。この作業はやがて、震災とその中で積み上げ

られた、人々の営為を振り返る作品となって、結実することでしょう。

歴史に貴重な 1ページが加えられようとしています。図書館はそれを保存する重

要な拠点です。芦屋市立図書館は、阪神大震災に関する新聞・雑誌・図書そして

「広報あしや震災・復興版」を蓄積しつつあります。

平成5年3月に策定された「芦屋市生涯学習推進基本構想」は、すでにこう指摘

しています。

“まちづくりのための英知と活力を生み出す源泉となるような、知識や経験が必要

である。'’

平成7年度「芦屋の教育～指導の方針～」 （芦屋市教育委員会）には、 「図書館」

の項で、次のように述べられています。 ‘‘大災害からの復興期にこそ、 「まちづく

りのための生涯学習」が必要である。相互に理解し合い、助け合うことができる社

会関係づくりが問われている。そのような市民文化の形成に寄与する文化情報セン

ターとしての役割を遂行する。”

図書館システムの復興に向けて、自動車文庫の巡回を再開しました。当分の間、

従来の28ステーション巡回方式に替えて、北部方面数力所の重点配車方式としま

す。人々の生活分布が変わってしまっていること、道路・交通事情が悪くなってい

ること、分室機能が回復していないことなどを考慮したものです。

本館のみの再開でご不便をかけていましたし、この間多くの問い合わせがありま

したが、これからはぜひ自動車文庫もご利用いただきたいと思います。

(3)みんなの本だな6月号巻頭言

◆図書館システムの再生～大原分室の運営再開～ ♦ 

阪神大震災により，死と混乱に遭遇して，生きるための営みと街の再建の歩みの

数力月がたちました。非日常の世界には，普段は見えにくい人間性の良否両面が映

し出されました。

名もつげない市民の方々からも救援物資が届けられました。人命救助にあたった

人をすべて知ることは，もう無理かもしれません。 「今時の若い者は・・・・・・」とい

うセリフは，大昔からあったようですが，救援ボランンティアに赴いた青年の働き

に，賛辞を惜しまない人が少なくないようです。ところが片や，避難所の共同生活

や救援物資の配給などのことで，残念な話を聞くことがありました。

芦屋市立図書館協議会の委員さんも，震災直後から，近所の人々に自宅の電話を

開放したり，井戸水を提供するなどのボランティアに従事されました。平成6年度，

協議会は「生涯学習時代の芦屋市立図書館のあり方」について諮問を受けており，
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答申のまとめに入る段階で大震災に見舞われました。困難な状況にありましたが，

委員の方々は仕上げの作業に精励し，年度末に至って重要な答申を提出されました。

そのさい，震災と復興の時期であることを考慮し，次のような「追記」を加えられ

たのでした。

“答申の概要をとりまとめた段階で，未曾有の大震災に見舞われることとなった。

全市民生活，全行政分野，そして芦屋市立図書館運営全体への影響は甚大なるもの

がある。

芦屋市立図書館が災害復旧対策の一拠点として，目下の急務に従事している中で，

本館の業務を再開された努力を多とする。本館機能の一部制約や分室が一定の期間

閉室となることは，やむをえないことであるが今後とも災害復旧対策の方向に添い

ながら，同時に，市民のオアシスとしての役割を果たされることを期待したい。'’

わたしたちは阪神間にいてこのたぴの危機に出会い，全国の援助を受けました。

もしこれをもって「特別扱いを受けている」と批判されるとすれば，まことに不本

意なことだと感じるでしょう。同じように，市内でもいろいろと被害内容が異なり，

それに応じて対策がとられています。お互いにそれぞれの立場を理解し合い，とも

に市民文化の再生に手を取り合えればと思います。

図書館システム復活の拠点，大原分室の運営を 6月1日から再開しました。すで

に本館も，開館時間を元に戻し， 2階閲覧室の利用も再開しています。重点配車し

ている自動車文庫とともにご利用下さい。
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(4)広報あしや95年6月1日号
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社会教育施設の
一部が再開

谷崎潤一郎記念館伊勢町12-15D23-5852 

7月15日（土）から開館

「谷崎潤一郎・人と作品」

期問 7JIISll(U-8年3Jl3lll(ll) 
休館日 t1駆ll(JI駿IIが祝IIの鳩介は翌11)
時間午前101与～午後59.9（人航は午後49与30分まで）

tll賢料 K入3001'1、k・ 籾l；200l’1.＇l浮’l；以＂＂ 1. ． 

91ilりに印1；する身体釈’fhr•糾また 1俎紺／ r・飢をおhち
のかた（介讀h含む）および65点以上のかたはt蘭

谷Lt憫・郎は191泊43年．第：次「断息瀬Jによりがt話勁を1/11
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第5 「崩壊の時は創造の時」 一平成7年夏 (7月． 8月）一

1 こんな時だからこそ

単に元に復する発想だけでは、再生は不十分となるはずである。

児童図書は書名順に並べられているが、これを一般図書と同様、著者名順に並

べることは、かねてから宿題となっていた。いま、児童図書を充実するため、読

み物類を重点的に購入したこの機会に、 9類「読み物」を書名順から著者名順に

配列する作業をやり遂げたのは、この夏である。

この夏は又、有資格者が一人誕生した。震災後の非常時に長期の研修は厳選す

るという本庁の方針を充分に尊重するとしても、唯一の機会を活かして夏季集中

講座に総務係長を派遣し得たことの意義は大きい。司書職専門採用制度によらず、

行政職員配置後の資格取得によって、有資格者の構成比率を維持し、高める方策

によっている芦屋市にあっては、年 1回の機会を活かすことが、極めて大切なの

であって、このことに理解を示された人事当局の配慮に感謝したい。学校の夏休

みという格別の繁忙期に、職員の熱意と応援に支えられて、実現したのである。

この決断の先見性は、その後の年度替わりの人事異動を見ても、はっきりとして

いる。

2 行事

図書館の七夕飾りには、子ども達の願いが込められていた。 「おじいちゃんの

病気が早く治りますように」祈る短冊に、目頭が熱くなる。広報課の取材を受け

た平成7年7月7日は、伊勢町図書館のオープン記念日であった。

この日、 「金曜シネサロン」が再開された。文化・レクリエーションの機会が

少ない時勢の中で、又一つ潤いの泉が湧き出る。

夏の子ども向け行事「人形劇の会」 (7月23日）と「夏休み折り紙教室」 (7 

月26日・ 27日）は好評であった。

3 そのほか

災害対策本部の「応急活動実施状況調査」に協力し、報告を提出した (7月27

日）。 （8月30日には防災訓練が実施された。）

4 資料

(1)みんなの本だな 7月号巻頭言

◆心の復興ヘ 一歩一歩◆

図書館システムの再生。私たちは，日々同じ作業を積み上げていきます。図書館

にルーティン・ワークは避けられません。同じことの繰り返しに見えるこの経験を

通じて，よりよいサービスの技と心を養っていきます。
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私たちは気づき始めています。行政サービスとは，物の提供のことではないのだ

と。物を介することは必要だけれども，実は心を捧げているのだと。

金曜シネ ♦ サロンが復活します。

(2)みんなの本だな8月号巻頭言

◆ 非常時を支えた文化への投資 ◆ 

芦屋市立図書館は，基本的な構造と機能を損なわれることなく，静かなたたずま

いを見せている。それが，避難所の役割と， 3月からの運営再開を可能にした。

ゆとり，遊び，贅沢に見えることが，実は必要な投資である場合がある。芦屋市

の文化行政は，それを見抜く目を持っていたのである。市民のみなさんが「自分の

震災史」を試み，街の創造に参画していく拠り所として，図書館は奉仕し続けるの

である。
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第6 「稔りの秋を迎える」 一平成7年秋 (9月・ 10月・11月）一

1 「答申」と「提言」

芦屋市立図書館協議会の開催は、この年度2回と限定されていた。 8月30日に

続き、 9月4日、第2回協議会が開催された。 3月30日に提出された答申は、人

•本・施設の 3 要素について芦屋市立図書館の将来像を示していたが、この日、

このうち特に「施設」に焦点を当てて、 「提言」をまとめられたのである。すな

わち、文化復興を見越して、図書館南北 2拠点方式を明確にし、 JR芦屋駅周辺

に北部の拠点を、と提言されたのである。 10月7日の教育委員会協議会において、

「答申」と「提言」の趣旨説明が行われている。

これを受けて、社会教育部（図書館）は図書館システムを立案し、 「北部図書

館設置計画書」をまとめた。行財政の緊急事態の下、 「北部図書館設置計画」そ

のものは採択にならなかったが、その発想を生かして、大原分室を充実すること

が望ましいとされたのである。

2 行事

年中行事になっていた「親子で楽しむお話の会」は復活し、 11月5日に開催さ

れた。図書館秋の講座も取りやめることなく、 11月8日と21日に開催された。

例年春には、副読本で学んだことを実地に知るため、そして図書館利用を身に

つけるため、小学校3年生の図書館見学が行われていた。しかし、この年の5月

は、これを実施できる状態ではなかった。とは言え、なんとかして今年の 3年生

も歓迎したかった。図書館側と学校側、双方の熱意が実り、見学会は10月から11

月にかけて実現したのである。

地元神戸新聞社主催の「パネル写真年末巡回展」は、この年、どこにも会場を

見い出せない苦境にあった。それも今回のテーマは「阪神大震災」であり、多く

の人々に見てもらう意味があった。相談の結果、芦屋市立図書館を会場にするこ

ととなり、 11月28日ー30日に開催されたのである。この展示会は、図らずも 1月

に図書館が主催することとなる震災展の前奏曲となった。

3 市民協力

公民館グループが芦屋市立公民館と共同主催する「本の交換会」は、ようやく

定着しようとしていた。回を追うごとに好評で、集散する本の量も増える一方で

ある。芦屋市立図書館もこれに協力してきたが、期間中に行われた交換会記念の

「テイタイム・セミナー」 (10月16日）にも、図書館から出講した。

なお、震災により臨時休室していた公民館図書室は、 9月1日に再開した。

「折り紙教室」も歴史のある行事であったが、とくに震災後、多大の課題をか

かえる図書館にとって、継続することが困難な行事であった。ここでも又、市民
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の熱意が盛り上がり、この人気高い行事は、講師・世話人のボランティアによっ

て、自主運営行事として甦ることとなったのである。 （再開の日、 9月13日。）

以来、従前と変わらぬ活況を呈している。

4 激励

作家の村上春樹氏は、芦屋市立精道中学校の出身者である。旧図書館（現打出

分室）の熱心な利用者であった氏は、出身地の大震災の報に接し、激励のため、

出版社とともに、自作作品の朗読会を企画されたのである。発表後すぐに満席と

なった朗読会は、 9月10日（日）午後、地元の芦屋大学で開催され、好評であっ

た。この日の午前中、伊勢町の新図書館に来訪、 9月10日は芦屋市立図書館にと

って記念すべき日となった。

同じ精道中学校出身で市内在住、ご家族ともども図書館の熱心な利用者である

映画監督の大森一樹氏からも、激励を受けた。ロードショウ前の自作最新作品の

特別鑑賞会を企画され、 11月8日、 JR駅前「山村サロン」で開催され、自らも

スピーチを引き受けるなど、会の成功に寄与された。

両氏とも売上金に自らも積み上げられ、 「図書館資料の充実」のためにご寄贈

くださったのである。

5 来訪

11月はなんと多くの人々の来訪を見たことであろう。

兵庫県教育委員会の「避難所となった社会教育機関実態調査」のため、委託を

受けた大学研究所のメンバーが来館した (11月25日）。独自に異災時の「避難所

経営」を調査する京都の大学の研究室からも来館した (11月27日）。

関東地方の自治体から防災研究チームが来芦し、図書館を拠点に調査活動に従

事された (11月10日）。

11月24日には、逆に芦屋大学を訪問した。芦屋市教育委員会社会教育部が、か

ねてから「市民公開講座」のために多大のご協力を頂いているところであり、丁

度寄贈する図書もあったので、図書館長が小笠原暁学長にお会いし、双方の図書

館の交流など相談したのであった。

ハートフル公社が主催する「福祉調査団」がスウェーデンを訪問したさい、ホ

ームステイした先が、チェーピング市立図書館のセーゲルシュトゥルム館長宅で

あったというご縁で、館長ご夫妻が海外旅行休暇の途次、芦屋を訪問し、是非図

書館を視察したいとの意向である。来館された11月29日は、丁度居合わせた小学

生たちと交歓するなど、珍しくも有意義な日となった。ご夫妻をエスコートされ

た市民の方から、翌日図書館に届けられた贈り物「ポインセティア」の鉢植えは、

それ以来ずっと赤々と燃えたって、来館者に頬笑みかけている。

11月の末に、八戸市民ボランティア会のメンバーから、自家畏園で収穫した林

檎の香りが2箱も届けられ、関係の所にお分けできたのも嬉しい出来事であった。
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1月に予定する「阪神大震災資料展示会」計画が公表されるや、次々に記者の

取材を受けたのも11月のことであった。

6 資料

(1)みんなの本だな9月号巻頭言

♦ 今を自覚する 歴史的な季節感 ◆ 

2月， 3月の空白のあと復活した4月号から，一見季節感のないメッセージを届

けて，もはや9月を迎えます。この間，足下に注意して路を拾う毎日が続きました。

図書館から北へ伸びるコミュニティ道路をはじめ，日々段差を生じ広げていく歩道

に蹟ないように，そして行き交う蟻を踏まないように。

震災の厳寒を凌ぎ、復興の炎暑を乗り切る歴史的な季節感を自覚する，息長い文

化観を持ちたいと思います。

(2)みんなの本だな 10月号巻頭言

♦ あふれる善意に包まれて ♦

再会が待ち望まれていた，図書館の「折り紙教室」が，講師と参加者のご厚意に

より，自主運営行事として， 9月から甦りました。手先の文化を象徴するこの芸術

が，この国で脈々と受け継がれて，今，震災復興過程の一つの心の支えにもなって

いるのでしょう。

何事によらず落ち込みがちなこのごろ，利用のマナーヘの協力がむしろふえてい

るように思えます。そのおかげで図書館が日々運営できる喜びを覚えています。

(3)みんなの本だな 11月号巻頭言

◆着実に進む国際交流◆

船舶の技術要員リカレント教育のため，東南アジアからの85人の留学生が， 1

0月上旬から 12月上旬にかけて，呉川町の運輸省立海技大学校で学んでいます。

芦屋市立図書館に迎えること 5年目， 10月12日の見学会のあと毎日のように留

学生が図書館を訪れてます。

かつての卒業生が，航海中日本に寄港したさい，海技大学校へ大震災の見舞に立

ち寄ってくれたという話に，心を動かされます。
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第7 「静かな画期」 一平成7年12月一

1 コンピュータ・システム更新

新図書館オープン以来8年余、遅すぎたとも言える「コンピュータ・システム

更新」が、ついに実現したのが12月でした。図書館利用の需要が伸び続け、特に

震災後の文化復興に奉仕する役割があり、片や科学技術が日進月歩している中で、

カウンター業務及ぴ内部業務の改善のためのシステムレベルアップは避けられな

い所まで来ていました。

カウンター・サービスが簡明・迅速になり、端末機処理で長引いてお待たせす

ることがなくなりました。利用者自身で操作できる端末機（愛称「Qちゃん」）

も、 2台から 4台に増えました。システム更新によって同時に、機械のトラブル

から自由となり（安全性）、内部の機械操作が確実となり（自動性）、将来の発

展に備えて性能も向上する（発展性）など、格段の改善がもたらされました。 1

日ー18日までの間、臨時休館しましたが、その効果は十二分に発揮されていると

言えます。丁度、震災後のことゆえ、例年5-6月の特別整理期間の休館をしな

いままに頑張ってきましたが、ほぼそれに見合う期間をもって、 12月に大改善を

達成し得たことになります。

2 大原分室充実への期待

芦屋市立図書館協議会の「答申」 「提言」が示した「北部の拠点」の重要性に

関連するできごととして、市議会にも動きがありました。 12月本会議の一般質問

の形で、 「大原分室の充実」に関する要望が出され、教育委員会側はこれに対し、

「可能な限り努力する」旨の応答をしたのでした。

動乱の年が、静かな画期をもって、締めくくられようとしていました。

3 資料

(1)みんなの本だな 12月号巻頭言

◆震災を振り返ることと 前へ進むこと ◆ 

人の心に消すことのできない傷を残すできごとがあり，ひとつの社会に試練をも

たらす災害や戦争のようなできごともあります。大きなできごとを「風化させない」

ために，そのすべてを半永久的に引きずって行くことは不可能なのですが， 「済ん

だことは忘れてしまう」というのは，一種の精神的退廃でもあります。では，どの

ような姿に再構成して教訓として残すのでしょうか。その営みの中に，その社会の

文化の深さと広さが写し出されます。阪神大震災を記録する試みが，本の出版や，

図書館の震災コーナーのような形で続けられています。街の復興， 「芦屋らしさの

再生と創生」のために，みんなで力を合わせて， 「震災メモリアル」を形成するこ
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とが大切です。芦屋市立図書館は，その端緒として，図書資料の収集にあたる機能

と役割に見合って，

アを歓迎します。

「策災資料展」を開催します。期間中の会場案内のポランティ

12月は新コンピュータシステムを導入するための臨時休館があります。本の貸出

や検索が速くなるなど直接のサービスが向上するだけでなく，内部機能の改善によ

って，よりよい経営ができますから，間接的にもサーピスが向上することになりま

す。時代の最先端の技術を導入し，心をこめて奉仕するのが図書館の願いです。

(2)広報あしや95年12月 1日号
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第8 「一周年のメモリアル」 一平成8年 1月一

1 農災展

(1)図書館への期待

震災一周年のメモリアル・イベントは、行政・民間の手で、いろいろと展開

された。その中で、最も総合的で、長期間で、立体的に構成されたのは、芦屋

市を代表する形で開催された図書館の展示会であった。

図書館は震災資料を収集する任務を本来有しており、震災即日から鋭意取り

かかっていた。そこへ教育委員の方々から、 「震災資料コーナー」を設置する

よう強いお奨めがあり、これを受けて、まず一周年記念展示会を実施し、以後

「震災資料文庫」を設置することとしたのであった。

1月16日から28日まで、 2階集会室を主会場として開催された展示会は、入

場者1800人。災害を風化させることなく、記憶に止め、復興へ反転していくさ

ざ波を起こす場となったのである。

(2)協力

準備に当たっては、次のような貴重なご協力が寄せられた。

ア 「アシヤビデオクラブ」は、震災直後から街に出て、全市くまなく災害状況

を記録する活動を続けられた。震災展に当たっては、これを 1時間の作品に編

集され、期間中主会場で終日放映されたのである。

イ 兵庫県立芦屋高等学校では、 6月時点の統計をもとに、間口 3メートル、奥

行4メートルの被災状況立体模型が完成していた。期間中、図書館入口の「エ

ントランス」に展示されたこの大型模型は、入場者の関心を呼ぴ、その後も、

他市でのプロジェクトに活用されたのである。

ウ 11月末神戸新聞社主催年末巡回展の展示作品の中から、芦屋関連作品を中心

に提供を受け、主会場で展示された。

工 震災当日の号外や被災状況掲載雑誌など、個人所有資料の提供があり、展示

物に厚みを加えることができたのである。

オ 市広報課はすでに、震災関連写真パネル作品を作成しており、これを図書館

エントランス、階段、 2階ロビーに展示した。

力 八戸コミュニティ・ボードから「三陸はるか沖地震」被災状況資料の提供を

受け、主会場内に「八戸コーナー」を設置した。

2 八戸交流事業

(1)再会

八戸コミュニティ・ボードとは、その後も、友好関係が継続されていた。そ

して、双方の震災一周年を期して、交流事業が行われた。すなわち、期日を阪

神大震災に合わせ、八戸市が芦屋市を訪問する形で実現したのである。
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(2)交流会

［前日］夕刻、工藤会長を団長とする八戸コミュニティ・ボート代表団8人

到着。すぐに北村春江芦屋市長を表敬訪問。市長応接室て、 17:15,.,.,17 

:45，この 1年を振り返って懇談。

[17日］午前市内復興状況視察。

昼 元図書館避難所入居者の新築なったお宅を訪ね、歓談。

午後 図書館会議室で交流会。報道機関取材多数。震災展視察。

［翌日］帰路。

(3)記録として

ア この事業は、庁内各課のご協力を頂いたが、宿泊・送迎・案内吟交流など、

芦屋市側としてのお世話は、図書館が担当した。

イ 代表団には地元新聞「東奥日報社」の記者も同行して取材に当たり、交流事

業は青森県下に報道された。

ウ 代表団一行は交流記念に八戸市民の木「いちいの木」を届けられ、市長のご

配慮で、芦屋市立図書館パーキング敷地内に植樹されることとなった。

3 市民の協力

(1)生け花

一般開架室北側窓辺に静かな仔まいを見せる花は、毎月市民の方がボランテ

ィアで活けてくれているものである。震災で中断していたが、 19日から再開し

て頂くことになった。

(2)クリーン作戦

図書館がある伊勢町の自治会では、自分たちの街を大切にする取組みの一つ

として、図書館敷地のクリーン作戦を実施することを決定され、早速1月から

始められた。

4 そのほかのこと

(1)教育委員の訪れ

平成8年に入って最初の教育委員会は、 1月19日（金）会場を文化ゾーンに

移して、美術博物館で開催された。隣接する図書館では、教育委員長から強い

お奨めのあった震災展が開催中であり、委員の方々は会議に先立って、これを

視察されたのである。

(2)図書館協議会の委員懇談会

芦屋市立図書館協議会は、夏の間にすでに年間2回の開催予定を終え、 「提

言」を提出しておられたが、 1月27日、委員の方々のご好意により、 「委員懇

談会」が開催された。 「提言」以後の図書館運営について報告し、助言をいた

だいたあと、新年度から就航する新しい自動車文庫の愛称募集のことで、応募

作品の選定について方向づけをしていただいた。

-24 -



(3)館内禁煙

公共機関として、かねてから禁煙について意を用い、すでに 2階ロピーの喫

煙席は止めて、館内喫煙は 1階エントランスのみとしていたが、 1月30日を期

して「館内全面禁煙」に踏み切った。喫煙は、東玄関外側のスペースに限定す

ることにしたが、利用者のご協力を得て、その後順調に推移している。

4 資料

(1)みんなの本だな 1月号巻頭言

震災に学ぶ 知恵の子年に

“今享受している地球環境は，祖先から譲り受けたものではなく，われわれの子

孫から預かっているものである”アメリカのある巨大企業の会長の慧眼。森林を伐

採して洪水を惹き起こし，利便に走ってオゾン層を破壊するようなことは避けるべ

きだ，と言うことは言える。しかし，日々の生活が地球環境に与える結果を見抜く

“知恵”を本当に持ち得ないなら，子孫にお返しすることは危うい。

その知恵の宝庫は，目の前にあるのに。

(2)震災展チラシ

でダニ●ュー9

M7. 2がもたらしたもの

～阪神大震災 資料展示会～

隋輯眉輯
芦饂膚，，勢町 13-5

あれから 1 年・•.．．

それぞれに忘れ鰐い、あるいは忘れたい恩い急抱いて歩んだ日々 ol11製体騎を霞

化させず、自分の籟災史を割む雹みの一つのよすがに、共通の広増として r員災賛

斜震；；；会」を試みます．今後、帽広い協同により` 壮大な貫災メモ，/アルが形成さ

れることであり象しようが、 1潤年に際し` 賣斜の覗累に当たる図書鱈の役割に見
台つて、準霧を道めて参り皇した．

街と文化の復貫と創生が、市民の情機のあふれる情感によって支えられ皇すよう
に．

B 闘 平虞8年1月I6日（火）ー288(fl) 10峙ー I7闘

ただし 1月22日（月）は休鱈日です

会鑓 声麗巾立図書鱚 2層集会宣

内害 I.戴災関1J!11il1書賣縛

2.市内饒災状況横堕（兵鰤県立芦屋寓等学校 提供）

3.町嘩災状況記鰻フィルム（ピ，，，，オクラブ畏供）

扇闇中 彙場で触映

4.その偉 各方國から書晉られる賣輯
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(3)震災展来館者へのメッセージ

［震災資料展挨拶文］

（エントランス 及び 2階集会室 に

同じものを揚示。）

マグニチュード7. 2がもたらしたもの

～阪神大震災 資料展示会～

(1月17日～28 El) 

あれから 1年．．．

それぞれに忘れ難い、あるいは忘れたい思いを抱いて歩ん

だEl知震災体験を風化させず、自分の震災史を刻む営みの

一つのよすがに、共通の広場として「震災資料展」を試みま

す。今後、幅広い協同により、壮大な震災メモ，）アルが形成

されることでありましょうが、 1周年に際し、貧料の収集に

当たる図書館の役割に見合って、準編を進めて参りました。

街と文化の復興と創生が、市民の皆様のあふれる情感によ

って支えられますように。

平成8年1月16日 芦屋市立図書館



(4)翻展i¥戸Jサ叱つてし10)炒セーシ‘

八戸コーナーについて

青森票八戸市は、阪神大震災に際し、 4

次にわたる救援隊を芦屋1こ派遣し、芦屋市
立図書館を拠点として、心暖まるポランテ

ィア活動を展開されました。
八戸市自身が、平成 6年12月288
（阪神大震災のわずか 3週間前）、 r三陸
はるか沖地震J (M 7. 5)に見撼われ、

多大の災害を披っていました。
救援は迅速かつ大規模で、その活動に接
した人々は感動せずにはいられませんセし

た。
しかもこれが自治創遥団体 rI¥戸コミュ
ニティ・ポードJの呼びかけで急逮結成さ
れた rf¥戸市民ポランティア会J によるも
ので、行政によらない民間活動として贋開

されたのです．
都市と節市の、人と人の連帯の中で復興
再生を期すために今後交流を深めようとし

ています．
（阪神大震災 1周年にあたる 1月 17日
「八戸コミュニティ，ポードJ代表 8人(J)
来訪を受けて、芦匿市立図書鰭で交流会を

実緒）

マグニチュード7.2がもたらしたもの

(5) 震災展へ0)八戸前立薗書誼長メッt-ツ‘

芦
屈
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立
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書
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亭
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(6)広報あしや96年 1月1日号

阪神大霙災資料展示会

震災関係図書資料や市内被災状況模型（県立芦屋高校提供）の展示、被災状況

記録フィルム（ビデオクラプ提供）の放映など。入場無料。

日 時 1月16日（火） -1月288(8)午前10時～午後6時（土日は午後5時）

会場図書館2階集会室 問い合わせ図嘗館匹31-2301

平
成
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年
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の
雪
吝
も

譲
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
は
ど
の
よ

う
に
お
暮
ら
し
か
と
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

早
い
も
の
て
あ
れ
か
ら
一
年
、
あ
ま
り
に
も
大
き
過
ぎ

た
艤
牲
に
鵞
く
と
共
に
、
家
族
、
職
場
、
地
域
が
力
強
く

復
奥
に
立
ち
向
か
う
姿
と
、
そ
の
団
結
力
の
バ
ワ
ー
に
感

動
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
束
奔
西
走
な
さ
っ
て
い
る
芦
足
市
長
さ
ん
を
は
じ

ら
、
走
し
み
の
中
に
い
る
市
民
の
方
辻
の
、
そ
の
時
の
正

臼
砂
諸
辻
賛
酎
且
ば
は
琶
賃
‘
私

皆
様
方
か
ら
発
信
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
数
訓
を
表
怨
す
る

こ
と
が
、
お
互
い
の
さ
ず
な
を
よ
り
深
く
し
て
く
れ
る
こ

と
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

八
戸

n
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ポ
ー
ド
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、
貴
館
と
当
館
と
の
交
流
が
、
今
後

ま
．
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
共
に
責
市
の
一
日

も
早
い
榎
臭
を
祈
念
い
た
し
ま
す
C
-

震災から 1年

復興への

誓いを込めて

自動車文庫巡回場所・時間の変更

1月からの巡回は次のように変わります。
①山手幼稚園西、毎週水叫日 JO時30分～11時30分

②打出分室前、毎週水曜日 13時15分～15時15分

③朝日ヶ丘市民プール前、毎遇木曜日 1叩寺30分ー

11時30分{D西山幼稚園前、毎週木曜日 13時15分～

14時15分⑤三条公園前｀毎週木曜日 14JI寺30分ー15

時30分⑥朝日ヶ丘集会所、毎遇金曜日 JO時30分ー

11時30分⑦甲南公園前、毎週金曜日 13時15分～14

時15分⑧「ロイヤル芦屋翠ヶ丘」北、毎週金曜日

14時30分～15時30分（図苫館休館日は巡回は休み）

問い合わせ 図書誼 fl31•2301
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第9 「禍を転じて福となす」 一平成8年 2月・ 3月一

1ライブラリー・サロン

子どもも大人も、心の癒しと安らぎを求めていた。社会教育部の事業「子育て

センター」に関わる人達が中心となって、自主的な子育てグループが活動してい

た。長じて本好きな市民となるため子どものとぎの「お話」の大切さ、震災から

の心の復興の大切さの理解において、グループと図書館の気持ちは一つであった。

こうして 2月から、毎週水曜日の自主事業「子どものためのお話の世界ーライブ

ラリーサロン一」がスタートした。紙芝居、人形劇、遊び、語らい、相談と、多

彩な内容に魅せられ、水曜日の午前中、図書館の集会室は、回を追って盛況であ

る。

2 メモリアル・サイトの整備

新図書館オープン時、図書館敷地の東北隅に、芦屋ライオンズクラブから、メ

モリアル「午前1O時のメッセージ」をご寄贈いただき、その後雑草の除去など

維持管理にご配慮いただいてきた。そしてこのたび、震災後の環境整備を計画さ

れ、メモリアル・サイトの芝生敷きは、 2月21日に完成したのである。

3 本の交換会

公民館及び公民館グループ「文学同好会」が主催し、図書館が後援する「本の

交換会」は、すっかりお馴染みとなり、好評を博している。第3回目は、 3月4

日ー 8日に公民館で開催され、図書館も例によって図書を寄贈するとともに、関

連事業「ティータイム・セミナー」に図書館長が出講するなど協力した。

4 レポート

大震災に洗われ、避難所を経営し、図書館運営を早期に再開し、次々と新しい

展開を見せる芦屋市立図書館に、世間の関心が寄せられていた。報告を求められ-

る件数は五指に余っていた。すでに災害対策本部へのレポート、単行本への寄稿

は提出済みであった。 2月には、ボランティアについて教育委員会の刊行物に報

告し、兵庫県教育委員会の「避難所となった社会教育機関に関する記録作成」に

協力するところがあった。

3月は、阪神地区公共図書館協議会・兵庫県図書館協会・日本図書館協会の記

録集あるいは特集のための報告作成作業が目白押しであった。

震災以来、復興過程の節々に報道機関の取材を受けたが、 2月13日にはローカ

ル紙「あんてな」の、復興著しい図書館の姿について取材があった。

5 「阪神大震災一周年展」
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1月に芦屋を再訪された八戸コミュニティボード代表団は、芦屋布立図書館に

おける震災展を視察したことにより、一つのプランを胸に抱いて帰しれたが、そ

れは次のような姿となって現れたのである。

名称 阪神大震災一周年展

内容三陸はるか沖地震による八戸市の被災状況 及び

阪神大震災の被災状況

期間 3月15日ー3月19日

会場八戸市立図書館

われわれは、その構想と命名に驚き、又啓発されたが、メッセージ・資料等を

送り届けて、その成功のために協力した。

6 新しい酒は新しい皮袋に

移動図書館＝自動車文庫は、平成8年度からの運行に備えて、新車が準備され

た。新文庫車は、市民から応募のあった60点余の作品の中から、図書館協議会の

方向付けと、教育委員会内の決定手続きを経て、 「ときめき号」と命名された。

3ヶ月あまりの中断の後、ようやく再開されることとなる文庫車の巡回である。

本も新しいものが積み込まれる。 「今日はどんな本に出会えるのだろう」と、ど

きどきしながら心待ちにする、利用者の気持ちか表れている。 4月からの巡回を

控えて、 3月中に、 「ときめき」 GO!の試運転が行われた。

7 打出分室の再開

一日も早い再開を期して準備を進めてきた打出分室。打出教育文化センターの

修復がなり、部屋が図書館側に明け渡された後、図書室のクリーンアップ、図書

の運び込みなどの作業を経て、遂に 3月27日、再開に漕ぎ着けたのである。

8 新生

一年余の、事態・努カ・成果を振り返るとき、感無量である。平年に数倍する

働きの経験は、意図してできることではない。職員の能カ・適性が生かされたの

であり、実に多くの人々の顕在・潜在の協力が与えられたのであることを、記憶

に留めなければならない。そして、努力と協力の根底に、天慮か働いたのである

ことも。

9 資料

(1)みんなの本だな 2月号巻頭言

・ 八戸市と 1周年の交流会

①12月28日の「三陸はるか沖地震」で多大の被害を受けたにも拘わらず，②その
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3週間後の 1月17日に「阪神大震災」が発生するや， 4次にわたって芦屋市立図書

館を拠点に大救援活動を，③それもすべて

青森県八戸市。

「市民ボランティア会」の手で展開した

1周年に当たる今年1月17日，その代表団8人が芦屋市を訪れて交流会。街と文

化の復興と創生に，都市と都市，人と人の連帯。

(2)みんなの本だな 3月号巻頭言

◆
 
残影深く されど光はあり ♦ 

損壊の整理が進み，見掛けの上で落ち着きを取り戻しているかに見える被災の街

は，人身と家屋の崩壊の影を心の中に残して，長い甦りの道程を歩もうとしている。

このとき開催された「阪神大腰災資料展示会」 (1.16~1.28芦屋市立図書館）は，

参観者1800人，災害を想起し，復興へ反転するさざ波を起こす場となった。子の心

を癒し， 自らの生涯学習に赴く動きは，すでに図書館を巡ってある。

(3)八戸市「阪神大震災一周年展」へのメッセージ

八戸市民の皆さまへ

芦屋からのメッセージ

阪神大震災から 1年余、災害の模様をご覧

いただく機会が訪れました。思い返せば、昨

年の1月から 3月にかけて、コミュニティポ

ードによる「八戸市民ポランティア会」から

手をさしのべていただき、私たちは再び生き

る道を歩み始めたのでした。天災に見葬われ

た街と街が、あい携えて甦ることを、心から

念願しています。救援活動と一周年展に慇謝

します。

平成8年 (1996)3月

芦屋市立図書館

(4)広報あしや96年2月1日号記事
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神
大
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＿
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マ
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催
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。
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]
ぶ
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『、F
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仁
克
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I

骨
折
を
し
て
、
五
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月
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で
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こ
の
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な
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内
の
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目
の
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に
す
る
の
は

初
め
て
で
す
。
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日
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で
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し
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西
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、
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あ
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。
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。
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(5)広報あしや96年3月15日号記事
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．
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あとがき

われわれは， 「南仏プロヴァンスの12ヶ月」を楽しんでいるような時期

にいたわけではない。しかし， 「芦屋市立図書館の14ヶ月」は，単に苦し

みにひしがれていたのではなく，再生の芽を萌え出させる努力を重ねてい

たのだと，今は言える。

文化の記録を収集・保存し，適切に編成して利用に供するという図書館

の本性そのままに，自らの体験を客観化し，自らの実態の中に普遍を見い

出す営みとして，この記録の編集を試みたのである。平年に倍する業務が

あって，専らこの作業に従事できるわけはなかったから，記述も資料も十

全ではない。しかし，後日あるいは後年，この中から何か参考にするもの

を積み込むことはできたと考えている。

この間の職員の気持の動きは，記録としても大切な要素であり，そのた

め職員を代表する形で，整理係長が「わが魂の軌跡」として，自らの心理

過程・学習過程をまとめてくれたのである。これをも収録して，この記録

にふくらみを持たせたかったのであるが，かなりの分量となっていること，

又，論文として単独ででも発表に堪え得る内容であることから，このたび

は，これを割愛したのである。他日，何らかの形で陽の目を見ることを期

待している。

この記録は，震災以来14ヶ月という時間を対象とし，平成8年3月とい

う年度末時点に成立している。対外報告作成作業を優先したこと等の理由

によって，実際の出来上がりが平成8年度にずれ込んだことについては，

ご理解をお願いしたいと考えている。

最後に改めて，市民の方々と行政機関各方面から頂いた支援に，深甚の

感謝を申し上げる。

平成8年3月

芦屋市立図書館長

下橋洋一
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